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平成 5年度富山地 区 国立学校事務電 算化要員養成研 修
会が去る9 月27日（月）から9 月29日制まで 3 日間， 本学事
務局会議 室 及び 同 事務電算室 において実施されました。
この研 修会は， 富山県内国立学校 の事務電算化をより
一層推進するため． 汎用 システムに関する実務研 修 を 中
心に， 電算化事務の基礎的知識の習得を図る ことを目的
に実施されているものです。
本年度は富山大学14名及び富山商船高等専 門学校 1 名
計15名が 出席し． 「国立学校事務電算化の現状と課題に
ついて」， 「電子計算機概論」等 について講 義 を受 け た

















附 属 図 書






























































第 2 回 （平成5年度 ） 富山地 区 国立学校技術職員研 修
が， 去る 9月27日（月）から9月29日同までの 3 日間， 本学
黒 田 講堂において実施されました。
この研修は， 富山地 区 の 国立学校 に勤務する教室 系 技
術職員に対して， その職務に必要な知識， 技術を修得さ
せるとともに， 相互啓発の機会を与えることにより． 職
務遂行に必要な能力， 資質等の向上を図ることを 目 的と
したもの で， 富山地 区 国 立学校 5 機関から． 機械 系 及び
化学系 を専 門とする技術職員24名が受講しました。
本年度は， 技 術発表や講演， 企 業見学に加え， 庶務部
長， 人事課長も参加する「ディス カッショ ン」の時間が
企 画され， 熱心な討議や質疑応答が行われました。










































9:00 12:00 13：・00 14・：00 17:00 
9 開 オエンリ 紹介己自
大学の現状と イヒ・ 機械工学の基礎知畿 懇
月 課題について 学！ 〈機紫及び機械力学〉 休 情報工学の基礎知識 技 術 発 表（意見交換） 於
27 系 ！ 工学部教授 小泉邦雄
移
日 務 テ 富山大学庶務部 機； 化学の基礎知識
親 職
式 シ 庶務課長 械・〈水質に関する基礎知識〉 憩
工学部教授 機械系 1名 員
（月） ヨ ｛司崎 普司郎 化学系 3名 動ン 渡遁昭 系i 理学部教授 後藤克己 会会館
9 イヒi 機械工学の基礎知識 日本式物づくりの原点
月 学：〈熱力学及び流体力学〉 -TQC. JI T&TPM 休 移 .ii 業 見
28 系 ： 工学部教授 岩淵牧男 活動についてー
件ザ.. ー 移
日 機 ； 工業化学の基礎知識 紛不二越常任顧問
（刈 械： く工業電気化学〉 （地域共同研究センター客員教授） 憩 動 日本医薬品工業株式会社 動系I 工学部教授 西部慶一 回 中弘義
9 生活と科学 医薬品開発における
月 化学と生物学 休 安 全 管 理 技術発表（意見交換） ディスjJッション
29 一雪の有効利用ー 一化学における安全管理一
関
日 i勇永盟薬綿密薬研究所長 一高等教育における 講
理学部教授 （地域共同研究センター客員教授） 憩 工学部教授 機械系 1名 妓術職員の役割ー同 封 馬 勝 年 矢崎 明 弁 上 正 美 化学系 l名 式
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一一 富山地域リカレン卜教育推進事業一一
「富山大学リカレント学習コースを開設し，大きな成果て
リカレン ト 教育推進の必要が叫ばれている今日， 富山
県 民の強いニ ー ズに応えて企 画された第 2 回富山大学リ
カレン ト 学習 コ ー ス 「 オ フ ィス ・ ワ ー カ ー のための経営
科学」が， 去る 9月 6 日から9月29日までの間の10日間
富山大学情報処理セ ンタ ー において開 催されました。
この学習 コ ー ス は， 文部省からの委嘱によるリカレン
ト 教育推進事業の一環 として富山大学が開設したもの で
県内各種企業等から， 企 画 ・開発業務担 当者や技術 者な
ど22名が受講 しました。 学習 コ ー ス で は， 経営 計 画とそ
の手法， 計 量経済分析・時系列分析実習， ワ ー クス テー
ム 情報処理センターで熱心に実習を行う受講者
ションを用 いた コ ンピュー タ ・シミュレー ションによる
総合的意志決定， ゲーム理論， 数理計 画 法， 数理計 画 法
の計算機実習， プロジェク ト 管理， プロジ ェ ク ト 管理計
算機実習 及び現在注目を浴びている フ ァジィ理論など に
ついて修得し， 大きな成果を挙げました。
受講者からは， 大学ならではの高度な内容だったとの
意見や． 今 回全 期間を夜間に実施したことに対しては，
社会人を対象としたリカレン ト 学習 コ ー ス にふさわしい
時間帯であるとの声が聞かれました。
ム めでたく修了。 山淵センター長から修了証書の授与
0 0 1 平成5年度富山大学公開講座を実施 l 00 
平成5年度富山大学公 開 講 座 （ 一般講 座， 実技 講 座，
ス ポ ー ツ 講座 の 計 3 講座 5 コ ー ス ） がそれぞれ次のとお
り実施されています。
「健康・ス ポ ー ツ 教室」 （硬式テ ニ ス 初心者 コ ー ス ）
は 7月 16日樹～ 7 月20日ωの 5 日間にわたり富山大学軟
式テニ ス コ ー ト で． また 「健康 ・ス ポ ー ツ 教室」 （ジョ
ギ ング・ランニ ン グ コ ー ス ） が 8月18日制～ 9月 3 日幽
の10日間 ， 空港ス ポ ー ツ 緑地陸上競技場 で， さらに 「健
康・ス ポ ー ツ 教室 」 （ ゴ ル フ コ ー ス ） が 8月23.日（月）～ 8
月31日例の 5 日間， 呉羽カ ン ト リー クラブで， 続いて
「健康 ・ス ポ ー ツ 教室」 （バ ドミン ト ンコ ー ス ） は 9月2
1日同～10月 8 日幽の 6 日間， 本学第 2 体育 館 で 開 催さ
れ， 受講者はそれぞれの講座の実技に気持ちょい汗を流
して ス ポー ツ への実感を満喫していました。
また． 「ハイパーメディア体験講座一教育的可能性 を
探るー」が9月 2 日同～9月20日（月）の 6 日間， 本学教育
学部附属教育実践研究指導 セ ンタ ー で実施されました。




なお， 所定の課程の 3分の 2 以上を出席した受講 者に
対しては終了日に修了証書が渡されました。
現在， 9月18日同～10月30日国の各 土曜日に計 7 回 に






今後は「健康 ・ ス ポー ツ 教室」 （硬式テニ ス初級者コ ー
ス ） が， 12月23日同～12月27日開に本学第 l 体育 館 で 開










平成5年度遼寧大学か ら の招へい研究者一一 学長 を 表敬訪 問 一一
本学と遼寧大学との友好学術 交流に関する協定に基づ




した。 学長から ， 本学の現況などについて説明が あ り ，
ついで研 究課題の専 門分野等 について， 松本教授や平山
教授の補足説明もあり， 熱心に懇談が行われました。




研 究課題 大統一理論と関連する諸問題 .... 学長 を表敬訪問された辛宗政氏 （学長室）
受入教官 理学部長松本賢一 教授（電子物理学担 当）
［！）��［！）� 
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
連 lロ>. 王 国 コ ン ビュータ 支援生産・物流 5. 8. 8 
外 国 出 張 経済学部 助教授 太田 雅晴 ス ウ ェ ー デン ・販売総合計画に関する研究フ ィ ン ラ ン ド
ドイツ． フ ラ ンス 5. 8 .  31 
環 日本海経済交流に関する調 5. 8. 23 
，， 教 授 控木 健次 大 韓 民 国 査
5. 8 .  27 
，， 助教授 水 谷 内 徹 也 ，， ” ，， 
，， ，， 西 村 秀二 ，， ，， ，， 
，， 教 授 中藤 康俊 ，， ，， ，， 
c-fps/fes 5. 8. 24 
工 学 部 助 手 佐山 三千雄 アメリカ合衆国 プロ ト オ ンコ ジ ー ンに関する
研究 6. 6. 23 
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
国 際会議CHISA’93に出席． 5. 8. 25 
フ フ ン ス
研究発表他工 学 部 教 授 山口 信吉
チ エ コ
5. g.  4 
，， 講 師 川 崎 博 幸 ，， " ，， 
地域共同 CI M第32回金属材料系研究 5. 8. 26 
研究セン 助教授 池野 進 カ ナ タ 者 ・ 学術講演会国 際シンポ ジ
タ ー ウムに出席 5. g. 4 
工 学 部 文部技官 松 田 健二 ，， ，， ，， 
ベ jレ ギ 一 フ ィー ル ド調査， 情報 ・ 資料 5. 8 27 
人文学部 教 授 赤阪 賢 マ 収集， 研究連絡
ノル ウ ェ ー 5. 1 0. 1 1  
ヨー ロッパディスプレー ’93 5. 8. 28 
工 学 部 教 授 宮下 和維 フ フ ン ス 国 際会議に出席
5. g. 5 
国 際地質対比計画 (I GC P) 5. 8. 1 
海 外 研 修 理 学 部 教 授 広岡 公夫 イ ン ド ネ シ ア
355号（太平洋の海 道の新第
三紀における進化） の国 際ワ
ー クショップに出席 5. 8. 7 
第20 回低温物理国 際会議に参 5. 8. 3 
，， 助 手 水島 俊雄 アメリカ合衆国 加 ・ 発表
5. 8. 14 
低温物理国 際会議及び強電子 5. 8. 3 
，， 助教授 石 川 義 和 ，， 相関係の国 際会議にて研究発
表並びに研究打合せ 5. 8. 21 
第 3 回 国 際Cladocera （ミ 5. 8. 6 
ノル ウ ェ ー
教育学部 教 授 田 中 豆目正
デ ン マ ー ク
ジ ンコ 類）シンポ ジ ウム出席
及び資料収集 5. 8 16  




アメリカ合衆国 デオ カメラ による外国 語の教
授方法についての研究打合せ 5. 8. 25 
ポ ナペ島の火山調査と遺跡の 5. 8 12 
理 学 部 助 手 酒 井 英 男 ミクロネシア連 邦 電磁気探査
5. 8. 18 
国 際会議出席及び研究討議 5. 8. 14 
，，  教 授 小 島 覚 アメリカ合衆国
5. 8. 23 
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
テレコミュニケーショ ンを利 5. 8. 14 
教育学部 教 授 山西 潤一 タ イ 用した タ イ国との異文化理解プ ロ ジェク ト に関するシン ポ
ジ ウム参加 5. 8. 20 
，， 助教授 市 川 文彦 ，， ，， ，， 
International Symposium on 5. 8. 15 
経済学部 教 授 和合 肇 オ ー ストリア Stetisties with Non Precise 
イ タ ア Data と ISI（ フ ィレ ン ツ ェ）
に出席 ・ 研究発表 5. 9. 8 
強電子相関係の物理国 際会議 5. 8. 15 
理 学 部 ，， 桜井 醇児 アメリカ合衆国 参加
5. 8. 22 
図書資料の閲覧・収集 5. 8. 25 
人文学部 講 師 岸 田 文隆 大 韓 民 国
5. 9. 5 
第13回国 際脳波筋電図学会に 5. 8. 29 
教育学部 助教授 室橋 春光 カ ナ ダ 出席
5. 9. 12 
アメリカ合衆国 枯渇性資源及び再生可能資源 5. 8. 30 
経済学部 教 授 増 田 信彦 カ ナ ダ の経済学に関する研究
メ キ シ コ 6. 8. 3 1  
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「これからの高等教育について」の講演会
文部省高等教育局専門教育課長来学




ー争of- ー争of- ー←of- ー！－of- ー！－of- 4争of- 司令→ー ー！－of- ー！－of- ー争of- ー←→ー ー！－of- ー争of- 4争of-
これからの高等教育について
本日は 「これからの 高等教育」ということでお話 し を
させていただきます。
時間も限られていることから， 早速本題に入ります。





最初に， 我が国 の高等教育の 量的な規模について申し
ますと， 大学， 短期大学， 高等専 門学校， 放送 大学， 大
学・短期大学の通信制課程． さらに専修学校の専門課程，
すなわち専 門学校等， 多様な種 類の高等教育機関があり
ます。本年 4 月 1 日現在で大学が534校， 短期大学が595
校， 高等 専 門学校が62校， さらに放送大学l校と， 大学・
短大の通信制， それからいわゆる 専 門 学校 が2,833校 あ
り， これらの在学生を合 計いたしますと38万 3千人とい
う数字になるわけ で あります。
これに対して学生を教える先生方は， 本務教員だ け で




いわゆる 「 浪人」も含めると， 40.9%で あります。 この
数字はここ数年来38 %ぐらいのところで推移をしていた
大学・短大 の進学率が， 今年に入り＇ 18歳人 口 が急減期
にさしかか ったことも影響していると思いますが， 40.9
%という状況に到達したもの で あります。これに高専 の
- 1 0ー
4年次＇ 5年次の学生， さらに通信教育の正規課程 の 学
生を加えると43. 0 %， さらに専門学校 の 学生まで を加え
ると実に61 .6%という状況になります。18才 の同世代人
口の 6割を超える若者が様々な高等教育機関 で学んでい
るという状況で あります。しかも， これはあくま でも全
国平均で あり， 例えば首都圏とか関 西圏とかいうような
ところを見ると， 地域によ ってはこれを上回るような同
世代人 口 が高等教育を受けているという状況が あるわけ
で あります。こうした様々な高等教育機関を運営するた
めの経費は＇ 1991年度で 6兆1千2百億円 で あります。
これは， 高等教育機関を維持・運営するため の直接的
な経費だけです。
この他に， 育英奨学の経費や今年度の予算 のベー ス で
736億円に達した科学研究費， そ の 他． 日本学術振興会
で行っている主として国 際交流のため の経費， 特別研 究
員経費， さらに民間から大学等 に入 ってくる奨学寄附 金




めているということです 。学生数で見ると， 先程 の 38万
3千人のうち約8割が私学に在学し， 6兆1千億円 の 教
育費のうち65%は私学が負 担をしております。これは 国




学， 理工学全部を含めた平均 で5.5%ということで あり，
これは学部学生10 0人のうち5. 5人しか大学院 に在学して
平成5年10月発行 ，学
いないという状況になるわけ で あります。この数字を諸
外 国と比較すると， イギリスが33.5%， フ ラ ンスでは20.
7 %. ア メリカ で 15.6 %等と格段に低い状況になってお
ります。もちろんアメリカを別にすれば「イギリスやフ
ラ ンスの高等教育は進学率が低いからそのような数字と
なるのだろう 」との反論も返ってくるわけ ですが， 今日，
イギリスでもフ ラ ンスでも高等教育の大衆化はすさまじ
い スピー ドで進んでおり ． 進学率は30%後半代になって
いるのが現実で あり， 今 述べたような反論は当たらない
と思います。また． イギリスで は， これまで大学の 数は
50校ぐらいだったわけ ですが， っ し、l年半程前にポリテ
ク ニ ックといういわゆるユニパーシティではない高等教
育機関がありましたが． これが一挙に大学に昇格して大
学の数は倍増しております。 フ ラ ンスについては， 私は
5年間程． 国 際機関の職員とか大使館職員として滞在し，
フ ラ ンスの高等教育には格段の関心を持ち， また， 自 分
の研究テーマでもあった関係もあり， いろいろ フ ォ ロ ー
ア ップをしてきました。 同 国 は， 資源や 自 然環境に恵ま
れ， 国土の面積は日本の 1 .5倍ぐらいあり伝統的な農業




対し， 弱い 工学系の見直しが行われつつあるわけ で あり
ます。しかも高等教育の進学率の上昇の必要性等もいわ











ですが， 3 つに集約されると思います。第 1 点 目 は， す
さまじい勢いで進んだ高等教育の大衆化ということで あ
ります。これはよく言われますがエリート段階からマ ス
段階に進み ， さらに我が国の高等教育はユニ バーサル高
等教育の段階へと進みつつあるの ではないかということ
です。18才人口， これは伝統的な高等教育のク ラ イア ン
ト ・マーケッ ト ということに なるかと思いますが． 昨年
度が実は第 2 次ベビーブームの世代がピークに達した時
報 第345号






に比べ高等教育機 関の入学定員， 収容定員の方は， 「臨
増分」等 を含め． 受け入れるキ ャパシティの方はどんど









第 2 点 目 は， 高等教育機関の種別の多様化ということ
です。戦後， 新制の高等教育制度， 大学制度が発足した
時から比べると， 短期大学これは暫定的な制度で 設 け ら
れたものが現在正規の制度として法律上位置付けられて
おります。また， 昭和37年度には高等専 門学校制度が で
き， さらに昭和51年度には専門学校制度が発足しており



















的とか， あるいはなぜ 自 分がその大学生なのかという意
識の多様化が非常に進んでおります。かつては国 を背負
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うエリー ト として必要な教養と知識・技術 を身につける
んだとの意識でほぼ揃っていたわけですが， 今はこのよ
うな学生はごく一部に限られていると思います。大学生
の進学に関する意識調査で一番多いのが 「 自 由な時聞が
持てるから」となっていますが． このような状況はかつ
ては考えられなかったわ け で． この面でも多様化してお
ります。











18才人口が減っているとか ， 少子化傾向で あるとか， あ
るいは人口が都市 に集 中しているというようなことがこ
れからの高等教育の在り方を考えるうえで考慮に入れな
くてはならない変化の第 l だと思います。第 2番 目 が先
程述べた生活水準の向上ということも高等教育を取り巻
く環境の変化として大きなもので は ないかと思います。
第 3番 目 に産業の構造の変化といわれる 様々な変化，












もう少し範囲を広げてポテ ンシャルなク ラ イア ン ト と
いうことで社会人を見てみると， これまでは高等教育に
対して非常に近寄り難いというか我々には関係がないと
いうように見ていたと思いますが， 最近は生涯学習 ニ ー
ズの高まりとも相まって地域 住 民も大学とか短大といっ
た高等教育機 関 にどんどん向きつつあるということで あ
り ， いわゆる象牙の塔的な大学観から地 域・社会のサー
- 1 2ー
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ビス機関， 文化・教養 セ ンタ ー． 技術セ ンタ ー としての
大学観というものへと転 換が起きつつあるのではないか
と思います。そして今後ますます地域や社会や産業にとっ
て， もっと身近なセ ンタ ーとしての大学に変わってほし
いと， そういうニーズが高まってくるものと思います。
また． さらに社会， 国家的な見地から， 今度は逆に高等
教育というものを 国家・経済の発展戦略のキーセ ンタ ー．
キ ーポイン ト としての高等教育 この場合はおそらくカッ
コ付きの高等教育になろうと思いますが， 先端分野にお
けるあるいは国 際的な経済競争で死活的な重要性の あ る
分野において人材育成あるいは研究活動を行ってもらい









まれたわけ ですが ， この時に発足した大学は， それまで
の高等教育機 関や中等教育機関 を寄せ集めてできた非常









現在， 保護・規制から 自 由を尊重 し ， 自 由な競争を促進
する方向へと変化しつつあります。これが第 1番 目 の高
等教育行政の転 換で あると思います。
第 2番 目 に先程述べたとおり， 高等教育機 関 を維持す
るために6兆円のお金がかかりますが． 病院・研究所等
を含んだ国立大学98校に限ると， 今年の予算は 2兆4千
億円で あります。国立大学を維持・運営するだ け で それ
だけ のお金と人がかかっているわけ で ， 10%予算 が増え
るだけ で 2千4百億円の国 費が必要となり， しかもかつ



















には出 しません」 と， こういう重点配分型の予算ヘ変わ
りつつあります。先程述べた科研費というのはまさしく，
この方針を貫いた仕組みで あり． 十分な研 究 をやってい
ない人にお金 が 出るということは あり得ないことで， こ
ういういわばメリッ ト システムに基づいてお金 を配る部
分が増えています。高度化推進特別経費とか大学院最先
端設備費とか． あるいは来年度も多数概算要求している





んプ ラ スアル フ ァで配っていくと， こういう傾向は今後
ますます強くなると思われます。










こういう 3 つの高等教育行政の転 換があるわけで． 大
きなフ レームワークの中 で各高等教育機関としてはこの
自 由化された フ レームワーク， 具体的に言うと大綱化 ・
簡素化された大学設置基準・短大設置基準・高専設置基







とだと思いますし， 第 2番 目 としては先程から述べてい
る多様化・高度化する人材ニーズに富山大学として し、か
に対応していくのかと， 全てのことができるわけ で は な
いので． どこを 自 分たちは重点的にやっていくのかとい
うことになるわけ です。さらに， 高まる生涯学習 ニ ーズ
にいかに対応していくかということです。地域社会から
浮き上がった高等教育の存在はあり得ないわけであって，




さらに地域の文化・技術 セ ンタ ーとしての期待にどう
応えていくのかということがこれからの高等教育を考え
るうえでの 質問で はないかと思います。どの大学がどの
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異動区分 発令年月日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 廿h』
採 用 5. 9. 6 林 敏和 事務補佐員（附属図書館）
，， 中村 繁之 ，， ，， 
II 高越 義一 ，，  ，，  
，， 杉森真希子 ，， ，， 
，， 山 田 智恵 ，， ，， 
，， 松岡 弘二 ，， ，， 
5 .  10. 1 圏回 高章 教務補佐員（ 工学部）
転 任 5. 10. 1 基 祐里子 文部事務官 文部事務官（教育学部）（石川 工業高等専門学校会計課出納係）
，， 釜谷美貴子 文部事務官（庶務部庶務課） 文部事務官（富山医科薬科大学教務部研究協 力課）
配 置 換 5. 10. 1 長崎 宏美 文部事務官（教育学部） 文部事務官（庶務部庶務課）
，， 山ノ下久美子 事務補佐員（庶務部企画室） 事務補佐員（学生課）
退 職 5 .  9. 19 山 田 智恵 事務補佐員（附属図書館） 平成5年9月18日限り退職した
，， 松岡 弘二 ，， ，， ノγ
辞 職 5 .  9. 15 竹 山 美幸 ，， （庶務部企画室） 辞職を承認する
昇 任 5. 10. 1 木下 喬 助教授（人文学部） 教 授（人文学部）
，， 小川 洋通 ，， ，， ，， ，， 
，， 小助川 貞 次 助 手（北海 道大学文学部） 助教授（ ，， 
，， 小倉 利丸 助教授（経済学部） 教 授（経済学部）
，， 水谷内徹也 ，， ，， ，， II 
，， 川本 恵一 助 手（広島大学医学部） 助教授（理学部）
，， 奥井 健一 講 師（ 工学部） 助教授（工学部）
転 任 5 .  10. 1 釘貫 亨 助教授（人文学部） 助教授（名古屋大学文学部）
，， 佐藤 清人 ，， ，， II （山形大学人文学部）
，， 武磁 博文 教 諭（筑波大学附属大塚養護学校） 助教授（教育学部）
，， 岩崎 政明 助教授（経済学部） 助教授（横浜国立大学経済学部）
，， 堀田 裕弘 講 師 講 師（工学部）（石川 工業高等専門学校電気 工学科）
臨時的任用 5 .  9. 29 椎名由里子 教 諭（教育学部附属中学校）（～ 5 . 11. 9 )  
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平成5年度富山大学国際交流事業基金
0 第 2 種外国人研究者の招へい事業（到の採択
招 へ い 研 究 者 招 へ い 目 的 申 請 教 官
招 へ い 期 間






都市再開発・修景事業を通 5. 12. 6 ～ 5. 12. 10 
（ドイツ連邦共和国）
じた日本 ドイツの比較都市 ( 5日間）






光子工学及びレーザー分光 6 .  2 .  8 ～ 6 .  2. 12  
（アメリカ合衆国）
A十Lら ( 5日間）
理 学 部 高木光司郎 教 授
中国科 学院化学研
学術討論， 講演
江 英彦 究所 ・ 教 授 機能性高分子の合成と応用
5. 12. 14 ～ 5. 12. 16 
（ 中華人民共和国 ）
( 3日間）










。国 立大学の学科及び課程 並 びに講座及び学
科 目 に 関 す る省令の一 部を改正す る省令
9. 8 
9 . 10 
9. 30 
（文部31) 9.  30 
（規 則）
。人事院規則17- 0 （管理職員等の範囲） の
一部を改正する人事院規則 （人事院17- 0一
31) 9. 30 
（告 示）
。平成6 年度科 学研 究費補 助金の各種目 の 計
画調書の提出 期間等 を定める件（文部1 13) 9. 3 
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平成5年 3月18日付け 文総審第151号文部省大臣官房総務課長通知 「行政文書の用紙規格のA判化実施 について」





この規則は， 平成5年10月l日から施行する。富山大学文書処理規則（昭和63年 3月31日制定） の一
部を次のように改正する。
様式第 3 号 を次のように改める。（別添のとおり）
様式第3号（第11条関係） 別添
富山大学原議書 保存期間





発送種目lj 発送 ！文書係長日 普通書留速達電信


































































第 1条 この規則は， 国立学校設置法施行規則（昭和 39
年文部省令第11号 ） 第 7条第 2 項に定める学科長に 関
し，＆＇.·、要な事項を定めるものとする。
（学 科）
第 2条 学科長を置く学科は． 文部大臣の指定するとこ
ろによる。
（学科長）
第 3条 学科長は， 当該学科の専任教授をもって充てる。
（職 務）




第 5条 学科長の選考は， 当該学科が推薦した候補 者に
っき， 当該学部教授会の議を経て， 学長が行う。
（任 期）
第6条 学科長の任期は， l年とし， 再任 を妨げない。
附 買IJ
1 この規則は， 平成5年10月 1 日から施行する。



































第 1条 富山大学技術職員の組織等 に関する要項第 7条
第 2 項の規定に基づき， 富山大学技術部委員会（以下
「委員会」という。） に関し， 必要な事項を定める。
（組 織）
第 2条 委員会は． 次に掲げる者をもって組織する。
(1) 技術部長
(2) 教育学部長から推薦された教官 1 人
(3) 理学部長から推薦された教官 l 人







第 3条 前条第 2 号から第 4 号まで に掲げる委員の任 期





第 4条 委員会に， 委員長を置き ， 技術部長をもって充
てる。
2 委員長は， 委員会を招集し， その議長となる。
（庶 務）




第6条 この内規に定めるもののほか， 委員会の運 営 に
関し必要な事項は， 委員会において定める。
附 員IJ






本学のいわゆる教室 系技術職員に関 し ， 全学を単位として組織し ， 能力及び資質等 の向上を図るとともに教育研




第 l条 この要項は， 富 山大学（以下 「本学」とし寸。）
のいわゆる教室 系 技 術職員（以下「技術職員」とし寸。）





第 2条 技術職員の職務が特別な知識及び技術 を必要と
し， 教官に協 力して行う各種研 究 ， 実 験等 の教育・研
究の基盤を支える極めて重要な専 門的業務に従事して
いることに鑑み， その職務について， 十分な知識， 経





第 3条 教育 ・ 研 究 の進展に伴 って技術職員の職務が高
度化， 専門化してきていることに鑑み， 本学に ， その
技術 に関する専 門的 業務を 円滑かっ効率的に処理する
ため， 技 術部を置く。






水素 同 位体機能研 究 セ ンタ ー
放射性 同 位元素総合実 験 室
情報処理セ ンタ ー
第二 技術班 工 学 部 電子 情報 工学科
化学生物工学科
第二 技術班 工 学 部 機械システム 工学科
物質 工学科
第四 技術班 工 学 部 実習 工場
第 4条 技術部に技術部長を置く。
2 技術部長は． 技術部を統括する。
3 技術部長は， 本学 工学部の専任教授のうちから 工学
部長の推薦に基づき ， 学長が任命する。
4 前項に定める技術部長の任期は＇ 2年とする。 ただ
し ， 再任を妨げない。
第 5条 技術部に職として ， 技術長， 技 術班長， 技 術主
任， 先任技術専門職員及び技術 専 門 職員を置き， 技 術
官 をもって充てる。
(1) 技術長は， 各班の業務を総括整理し． 技術部に所
属する技術職員に対し， 技術的 な指導 ・育成等 を行
つ。
(2) 技術班長は， 班の業務を整理し， 班に所属する技
術職員に対し， 技術的な指導 ・育成等 を行う。
(3) 技術主任は． 担 当の業務を処理し， 担 当する業務
平成5年10月発行
学
に従事する技術職員に対し， 技 術的な指導・育 成等
を行う。
(4) 先任技 術 専 門職員は． 特定の分野について極めて
高度の専 門的技術又は経 験 を必要とする業務を直接
処理するとともに， 必要に応じ， その専 門的事項に
関し， 技 術的な指導・助言等 を行う。
(5) 技 術 専 門職員は， 特定の分野について高度の 専 門
的技術又は経 験 を必要とする業務を直接処理すると
ともに， 必要に応じ， その専 門的事項に関し， 技 術
的な指導・助言等 を行う。
（研 修 ）
第6条 技術職員に， その職務の遂行に必要な知識 及び
技術等を習得させ， 能力及び資質等の向上を図るため，
研修 を実施する。
2 研 修 の内容については， 別に定める。
（技術部委員会）
報 第34 5号
第 7条 技術部の 円滑な運 営を図るため． 技術部委 員 会
を置く。
2 技術部委員会の組織及び運営 に 関 し必要 な事項は，
別に定める。
（事務処理）




1 この要項は． 平成5年10月 1 Bから実施する。
（経過措置）
2 この要項中 第 2条の規定の適用 については， 当分の





本学レクリエーション委員会体育部会 ソ フ トボール班
と． 文部省共済組合富山大学支部との共催による平成5
年度部局対抗 ソ フ ト ボール大会が． 平成5年6 月21日か

















〈庭 球 大 会〉
本学レクリエーション委員会体育部会庭球班と， 文部
省共済組合富山大学支部との共催による平成5年度学内
庭球大会が， 去る 9月11日国本学軟式庭球場 において実
施されました。















大会は. 15名の参加者により行われました。 成 績は次
のとおり。
入賞者
位 森 田 憲 治（経理部）一
位 角 井 興志雄（庶務部）一 位 竹 下 義 美（教育学部）
幸日 第345号
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〈新任者住所〉
人 文 学 部
事務補佐員 石 田 裕 子
（ 物理学教室 ）
〈住 所 変 更〉
教育学部附属幼稚園
教 諭 中 田 良 子
教育学部附属養護学校
養 護 教 諭 島 回 公 子
教 諭 市 川 明 美
経 済 学 部
教 漫 長谷 川 隆
（ 民 事 法 ）
ミlf!l�ミJ
本 部
8 月 2 日 富山大学説 明 会
3 日 第l 回 自 己点検評価委員会教育活動専 門委員
.6、z:;; 
第 l 回 自 己 点検評価委員会管理運営専 門委員
三みz:;; 
施設整備委員会検討会
4日 第 3 回 事務協議会
5 日 学長杯 ソ フ ト ボーノレ大会開会式
18日 富山大学公 開講座 「 ジ ョギ ン グ・ ラ ン ニ ン グ
コ ー ス 」 ( g 月 3 日まで ）
23～31日 富 山 大学公 開講座 「 ゴ ル フ コ ース 」
24日 北 陸 地 区 会計 事務担 当者 連絡協議会 （ 於 ： 福
井大学）









第 2 回 （平成5年度） 北 陸地 区 国 立学校 技 術
職員 （教室 系 ） 研修 （於 ： 金沢大学及び 辰 口
研修セ ン タ ー ）
富山大学温窓会役員会
施設整備委員会検討会
平成 6年度大学入学者 選抜大学入試 セ ン タ ー
試験入試担 当者連絡協議会 （ 第 1 回 ） （ 於 ：
三重大学）
平成5年度第37田 中部地 区学生補導厚 生 研 究
会東海 ・ 北陸地区研修会 （於 ： 愛知 県 労 働 者






教 育 学 部 1
8 月 2 ～12 日 平成5年度学校図書館司書教諭講習
18～20日 平成5年度 国 立大学附属学校 栄 養 士 研 究会
（於 ： 国立教育会館）
30日 附属小学校第 2 学期始業式




8 月 4 日 委員会委員選 出 等 検討委員会（仮 称）
七 -. 寸ー 部
8 月 2 日 学部説 明 会
3 日 学部学生生活委員会
学部紀要委員会
5 日 係 長連 絡 会




附 属 図 書 館
8 月 6 日 係長連絡会
13日 図書館専 用 電子計算機更新に係る第 1 回 技 術
審査
18日 図書館専用 電子計 算機 更 新に係る第 2 回 技 術
審査
23日 図書館専用 電子計算機 更新に係る第 3 回 技 術
審査
24日 図書館専用 電子計算機 更新に係る第 4 回 技 術
審査
25日 図書館専用 電子計算機更新に係る第 5 回 技 術
審査
地域共同研究セ ンタ ー
8 月 3 日 大学開放事 業 に関する専 門委員会
12日 地域共同 研究 セ ンタ ー運 営委員会
19～ 20日 第 5 回 国立大学共同 研 究 セ ンタ ー 専 任 教 官 懇
談会（於 ： 長崎大学）
23～ 27日 産学研 究実践講座 （粉体工学 コ ー ス）
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 g 0 
あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富山市住吉町 1 丁 目 5ー 18
電話 （24) 1 7 5 5 刊
印 刷 所
- 22 ー
